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一
　
慶
応
二
年
の
改
税
約
書
第
六
条
に
し
た
が
っ
て
、
外
国
の
貨
幣
と
わ
が
国
の
貨
幣
と
の
交
換
に
支
障
な
き
よ
う
に
し
、
貿
易
の
便
利
を
増
進
す
る
た
め
に
、
明
治
政
府
が
徳
川
時
代
の
金
銀
銅
三
貨
自
由
並
行
の
貨
幣
制
度
を
改
革
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
時
に
、
新
貨
幣
制
度
を
銀
あ
る
い
は
金
の
単
本
位
制
に
す
べ
き
か
、
ま
た
は
金
銀
複
本
位
制
に
す
べ
き
か
の
問
題
に
つ
い
て
論
議
が
な
さ
れ
た
。
　
明
治
二
年
十
一
月
九
日
に
政
府
は
「
日
本
政
府
二
於
テ
新
二
鋳
造
発
行
ス
ヘ
キ
金
銀
及
ヒ
銅
貨
幣
ノ
品
位
定
則
並
ニ
右
折
貨
ト
旧
貨
幣
及
ヒ
外
国
貨
幣
ト
ノ
関
係
二
就
キ
決
議
要
領
」
を
各
国
公
使
・
領
事
に
通
告
し
た
。
そ
の
通
告
書
は
メ
キ
シ
コ
・
ド
ル
と
同
品
位
の
銀
貨
を
本
位
貨
幣
と
し
、
補
貨
貨
幣
と
し
て
四
種
の
小
銀
貨
、
三
種
の
金
貨
、
二
種
の
銅
貨
を
鋳
造
す
る
と
い
う
銀
本
位
制
の
採
用
を
通
達
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
鎖
国
体
制
の
下
に
生
成
し
て
き
た
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
を
、
開
港
後
の
国
際
情
勢
に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
貨
幣
制
度
に
改
革
す
べ
き
問
題
に
つ
い
て
、
明
治
政
府
の
顧
問
と
も
い
う
べ
き
立
場
に
あ
っ
て
、
貨
幣
制
度
問
題
に
つ
い
て
啓
蒙
的
役
割
を
担
当
し
て
い
た
東
洋
銀
行
支
配
人
の
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
（
J
.
R
o
b
e
r
t
s
o
己
造
幣
寮
の
造
幣
首
長
と
し
て
大
蔵
省
に
雇
傭
さ
れ
た
キ
ン
ド
ル
（
T
･
1
･
－39－
K
i
n
d
e
r
）
ら
は
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
銀
本
位
制
に
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。
特
に
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
金
銀
複
本
位
制
が
欠
陥
の
あ
る
貨
幣
制
度
で
あ
る
こ
と
は
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
実
証
さ
れ
て
い
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
欧
米
の
財
政
金
融
制
度
調
査
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
出
張
し
て
い
た
大
蔵
少
輔
の
伊
藤
博
文
は
、
そ
の
調
査
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
す
で
に
金
本
位
制
あ
る
い
は
政
行
本
位
制
に
移
行
し
て
い
る
情
勢
に
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
、
金
本
位
制
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
報
告
書
を
提
出
し
た
。
　
こ
れ
ら
の
経
緯
を
経
て
、
明
治
四
年
五
月
十
日
に
明
治
政
府
は
近
代
的
貨
幣
制
度
を
制
定
す
る
「
新
貨
条
例
」
を
布
告
し
た
。
そ
の
条
例
は
、
伊
藤
博
文
の
意
見
に
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
を
金
本
位
制
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
二
年
十
一
月
九
日
に
各
外
国
に
通
告
し
た
銀
本
位
制
の
構
想
を
完
全
に
廃
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
東
洋
地
域
に
お
け
る
貿
易
取
引
の
決
済
通
貨
と
し
て
メ
キ
シ
コ
・
ド
ル
が
存
在
し
て
い
る
現
実
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
国
際
経
済
関
係
か
ら
遊
離
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
新
貨
条
例
」
は
、
開
港
場
に
限
り
貿
易
通
貨
と
し
て
一
円
銀
貨
を
メ
キ
シ
コ
・
ド
ル
と
並
行
流
通
せ
し
め
る
こ
と
を
附
則
に
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
原
則
的
に
は
金
貨
本
位
制
と
し
な
が
ら
、
地
域
的
に
は
金
銀
複
本
位
制
と
す
る
変
則
的
な
複
本
位
制
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
一
円
銀
貨
の
純
分
は
三
七
四
・
四
グ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
が
、
明
治
八
年
二
月
二
十
八
日
に
貿
易
銀
と
改
称
し
て
純
分
を
三
七
八
グ
レ
ー
ン
に
増
量
し
た
。
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
の
国
際
的
銀
価
下
落
の
情
勢
に
対
応
し
て
、
金
銀
複
本
位
制
を
と
っ
て
い
た
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
に
お
け
る
金
銀
比
価
を
調
整
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
増
量
貿
易
銀
も
こ
の
時
点
で
は
開
港
場
に
限
り
貿
易
取
引
の
決
済
手
段
と
し
て
、
ま
た
外
国
人
の
税
金
納
付
手
段
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
認
－40－
め
ら
れ
る
地
域
的
法
貨
で
あ
っ
た
。
　
明
治
十
一
年
五
月
二
十
七
日
に
は
、
こ
の
増
量
貿
易
銀
を
無
制
限
法
貨
と
す
る
こ
と
が
布
告
さ
心
付
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
以
降
、
地
域
的
・
限
定
的
な
金
銀
複
本
位
制
で
あ
っ
た
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
全
面
的
な
複
本
位
に
移
行
す
る
こ
と
が
、
法
制
上
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
年
十
一
月
二
十
六
日
、
こ
の
増
量
貿
易
銀
の
鋳
造
の
停
止
、
「
新
貨
条
例
」
に
お
け
る
一
円
銀
貨
鋳
造
の
復
活
を
実
施
し
、
翌
十
二
年
十
月
一
日
、
こ
の
一
円
錐
を
、
無
制
限
法
貨
と
す
る
こ
と
を
布
告
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
。
　
「
新
貨
条
例
」
に
よ
る
変
則
的
な
金
銀
複
本
位
制
は
法
制
的
・
実
質
的
に
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
明
治
十
五
年
十
月
十
日
に
開
業
し
た
日
本
銀
行
が
発
行
す
る
銀
行
券
に
つ
い
て
、
十
七
年
五
月
二
十
六
日
「
兌
換
銀
行
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
条
に
日
本
銀
行
に
お
い
て
発
行
す
る
銀
行
券
は
銀
貨
を
も
っ
て
兌
換
す
る
も
の
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
明
治
十
一
年
五
月
の
「
貨
幣
条
例
」
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
金
銀
複
本
位
制
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
兌
換
銀
行
条
例
」
の
制
定
に
よ
っ
て
、
銀
貨
兌
換
の
日
本
銀
行
券
が
国
内
通
貨
と
し
て
無
制
限
法
貨
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
国
際
通
貨
と
し
て
の
金
貨
の
鋳
造
が
停
止
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
造
幣
局
沿
革
誌
」
の
「
帝
国
貨
幣
発
行
高
年
度
別
表
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
十
円
・
十
円
・
五
円
・
二
円
・
一
円
の
五
種
類
の
金
貨
の
内
、
五
円
金
貨
以
外
の
金
貨
は
明
治
十
三
年
度
以
後
三
十
年
度
ま
で
の
間
全
く
鋳
造
さ
れ
て
い
な
い
が
、
五
円
金
貨
は
年
平
均
一
〇
〇
万
円
余
の
鋳
造
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
期
間
の
一
円
銀
貨
の
鋳
造
額
は
年
平
均
八
○
○
万
円
余
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
位
貨
幣
と
し
て
五
円
金
貨
と
一
円
銀
貨
の
鋳
造
は
継
続
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
「
造
幣
局
沿
革
誌
」
に
記
さ
れ
て
い
る
金
銀
貨
幣
鋳
造
額
の
状
態
を
み
る
と
、
事
実
上
国
内
通
貨
は
銀
貨
兌
換
の
日
本
銀
行
券
で
あ
り
、
国
際
取
引
に
お
い
て
も
メ
キ
シ
コ
・
ド
ル
と
同
位
同
量
の
一
円
銀
貨
が
決
済
通
貨
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
国
際
経
済
的
関
連
に
お
い
て
は
、
金
銀
複
本
位
制
の
も
－41－
つ
交
代
本
位
制
の
性
格
に
し
た
が
っ
て
、
銀
本
位
国
と
み
る
べ
き
幣
制
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
明
治
財
政
史
」
も
明
治
十
八
年
の
日
本
銀
行
に
よ
る
銀
貨
兌
換
券
の
発
行
、
明
治
十
九
年
一
月
の
政
府
紙
幣
の
銀
貨
兌
換
開
始
以
降
、
明
治
三
十
年
の
幣
制
改
革
に
至
る
ま
で
の
期
間
を
わ
が
国
の
幣
制
史
に
お
け
る
「
銀
単
本
位
ノ
時
期
」
と
し
て
い
る
。
　
明
治
二
十
五
年
頃
か
ら
銀
の
国
際
的
価
格
の
下
落
が
著
し
く
な
り
、
わ
が
国
通
貨
の
金
貨
相
場
、
す
な
わ
ち
、
銀
円
為
替
相
場
の
下
落
、
そ
れ
に
よ
る
国
内
物
価
の
騰
貴
、
財
政
支
出
の
増
加
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
実
際
上
銀
本
位
と
な
っ
て
い
る
複
本
位
制
を
改
革
す
べ
き
必
要
あ
り
や
否
や
の
問
題
を
検
討
し
、
将
来
の
貨
政
上
の
方
針
を
定
め
る
上
の
参
考
と
な
る
べ
き
意
見
を
得
る
た
め
に
、
明
治
二
十
六
年
九
月
十
一
日
大
蔵
大
臣
渡
辺
国
武
は
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
の
設
置
の
議
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に
ょ
っ
て
、
同
年
十
月
十
四
日
勅
令
第
百
十
三
号
を
も
っ
て
「
貨
幣
制
度
調
査
会
規
則
」
が
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
規
則
の
第
三
条
に
よ
る
と
、
調
査
会
の
会
長
、
副
会
長
、
お
よ
び
委
員
は
高
等
行
政
官
、
帝
国
大
学
教
授
、
帝
国
議
会
議
員
そ
の
他
通
貨
に
関
し
学
識
経
験
あ
る
者
の
中
よ
り
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
委
員
の
う
ち
銀
の
廃
貨
、
金
本
位
制
の
確
立
を
強
く
主
張
し
た
者
は
大
蔵
省
よ
り
選
ば
れ
た
委
員
で
あ
り
、
複
本
位
制
の
存
続
を
強
調
し
た
者
は
財
界
あ
る
い
は
学
識
経
験
者
の
う
ち
よ
り
選
ば
れ
た
委
員
で
あ
る
こ
と
が
、
後
に
提
出
さ
れ
た
「
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
」
に
ょ
っ
て
知
ら
れ
る
。
幣
制
改
革
の
問
題
を
審
議
す
る
に
あ
た
っ
て
、
わ
が
国
の
経
済
発
展
の
目
標
を
産
業
構
造
近
代
化
の
促
進
に
重
点
を
お
く
か
、
あ
る
い
は
労
働
集
約
的
産
業
に
よ
る
輸
出
の
伸
張
を
重
視
す
る
か
、
し
た
が
っ
て
、
国
際
経
済
的
環
境
に
お
い
て
わ
が
国
の
経
済
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
の
見
解
に
相
違
す
る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
－42－
　
　
　
　
　
　
　
二
　
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
の
審
議
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
は
、
明
治
二
十
八
年
七
月
三
日
、
調
査
会
々
長
谷
干
城
よ
り
大
蔵
大
臣
松
方
正
義
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
を
改
正
す
る
必
要
あ
り
と
す
る
委
員
八
名
、
そ
の
必
要
な
し
と
す
る
委
員
七
名
で
あ
る
が
、
幣
制
改
革
を
必
要
と
す
る
委
員
の
う
ち
、
金
貨
本
位
制
を
目
標
と
し
て
準
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
者
は
五
名
、
跛
行
本
位
制
を
主
張
す
る
者
一
名
、
複
本
位
制
を
主
張
す
る
者
二
名
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
現
行
幣
制
す
な
わ
ち
、
実
際
上
の
銀
本
位
制
の
改
革
を
必
要
と
し
な
い
委
員
の
意
見
は
、
わ
が
国
の
「
貨
幣
条
例
」
に
も
と
づ
く
金
銀
複
本
位
制
の
交
代
本
位
制
の
利
点
を
肯
定
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
の
委
員
の
う
ち
に
は
銀
廃
貨
に
反
対
す
る
意
見
が
強
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
法
律
上
複
本
位
制
で
は
あ
る
が
、
実
際
上
銀
本
位
制
で
あ
り
、
不
完
全
な
幣
制
で
あ
る
が
た
め
に
銀
側
下
－43－
落
の
影
響
を
受
け
、
物
価
騰
貴
、
貿
易
渋
滞
等
経
済
的
混
乱
の
弊
害
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
将
来
我
邦
幣
制
ハ
現
今
欧
米
開
明
国
ニ
行
ハ
ル
ル
幣
制
ト
一
致
ヲ
保
チ
、
貿
易
其
他
一
般
経
済
及
財
政
上
ノ
便
益
ヲ
増
進
セ
ン
　
カ
為
メ
金
貨
本
位
制
ヲ
採
用
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
」
と
主
張
し
た
の
は
大
蔵
省
代
表
の
阪
谷
芳
郎
委
員
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
貨
本
位
制
を
施
行
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
急
激
に
銀
廃
貨
を
行
な
う
こ
と
な
く
、
一
円
銀
貨
は
将
来
人
民
の
請
求
に
対
し
て
は
鋳
造
を
停
止
す
る
こ
と
、
政
府
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
数
額
を
限
定
し
て
一
円
銀
貨
を
鋳
造
し
得
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
従
来
発
行
の
一
円
銀
貨
は
新
金
貨
一
円
に
つ
き
一
円
の
割
合
を
も
っ
て
無
制
限
法
貨
と
す
る
こ
と
等
、
金
本
位
制
へ
移
行
す
る
に
当
っ
て
、
金
節
約
の
た
め
に
跛
行
本
位
制
を
と
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
銀
複
本
位
制
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
強
く
反
対
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
複
本
位
ノ
制
タ
ル
嘗
テ
仏
ニ
試
ミ
又
米
ニ
試
ミ
、
二
大
富
強
国
ニ
於
テ
ニ
大
試
験
ヲ
経
タ
ル
モ
尽
ク
大
失
敗
ニ
終
リ
タ
ル
モ
ノ
　
ニ
シ
テ
、
学
説
ト
シ
テ
モ
既
ニ
陳
腐
ニ
属
シ
、
実
際
ニ
於
テ
モ
到
底
行
ハ
レ
サ
ル
コ
ト
ヲ
証
明
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
唯
今
日
複
本
　
位
論
ノ
纔
ニ
命
脈
ヲ
存
ス
ル
ハ
万
国
同
盟
聯
合
シ
テ
今
一
度
大
試
験
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
是
レ
亦
既
ニ
数
回
万
国
　
貨
幣
会
議
ヲ
開
キ
討
議
ニ
付
ス
ル
モ
、
一
モ
帰
著
ス
ル
所
ナ
ク
、
未
タ
以
テ
一
箇
ノ
学
説
上
ノ
未
定
問
題
タ
ル
ニ
過
キ
ス
、
今
直
　
チ
ニ
之
ヲ
我
邦
実
際
ノ
幣
制
ニ
適
用
セ
ン
ト
ス
ル
カ
如
キ
ハ
危
険
亦
甚
シ
カ
ラ
ス
ヤ
」
と
、
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
年
）
以
来
、
国
際
複
本
位
制
の
樹
立
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
国
際
貨
幣
会
議
の
成
果
に
も
期
待
を
も
ち
得
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
阪
谷
芳
郎
と
共
に
大
蔵
省
側
の
委
員
に
任
ぜ
ら
れ
た
添
田
寿
一
も
、
日
本
経
済
が
文
明
の
方
角
に
向
っ
て
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
、
わ
が
国
の
幣
制
を
先
進
国
と
同
一
の
金
貨
本
位
制
に
改
革
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
、
添
田
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寿
一
は
複
本
位
制
が
交
代
本
位
制
の
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
事
実
上
単
本
位
と
異
な
る
も
の
で
な
く
、
し
か
も
、
単
本
位
は
法
定
比
価
が
市
場
比
価
よ
り
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
金
属
が
本
位
貨
幣
と
し
て
の
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
価
値
続
落
の
傾
向
に
あ
る
銀
を
実
際
上
の
本
位
貨
幣
と
し
て
い
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
貨
幣
価
値
の
下
落
、
物
価
の
騰
貴
を
招
く
こ
と
と
な
る
。
銀
為
替
相
場
の
下
落
に
よ
る
輸
出
超
過
は
一
時
的
現
象
に
す
ぎ
ず
、
銀
本
位
制
は
通
貨
濫
増
主
義
を
是
認
す
る
も
の
と
な
り
、
一
部
生
産
者
の
利
益
を
も
た
ら
す
の
み
で
、
生
産
的
消
費
者
、
就
中
労
働
者
の
利
益
を
軽
視
し
経
済
の
健
全
な
発
展
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
際
複
本
位
運
動
に
つ
い
て
も
各
国
の
利
害
相
反
す
る
が
故
に
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
万
国
悉
皆
同
盟
セ
ハ
以
テ
複
本
位
ノ
実
行
ハ
敢
テ
難
キ
ュ
非
ス
ト
唱
フ
ル
者
ア
リ
、
然
レ
ト
モ
金
銀
ノ
比
較
割
合
ハ
金
一
銀
十
　
五
半
若
ク
ハ
銀
三
十
二
ノ
間
二
於
テ
何
レ
ノ
辺
二
定
ム
ヘ
キ
ヤ
、
万
国
ノ
同
盟
ハ
果
シ
テ
実
際
望
ミ
得
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
、
　
縦
シ
望
ム
ヘ
シ
ト
為
ス
モ
尚
ホ
独
り
密
二
金
ノ
ミ
ヲ
吸
収
シ
テ
暗
二
将
来
二
於
ケ
ル
利
益
ノ
占
有
ヲ
図
ル
モ
ノ
ナ
キ
ヲ
保
シ
得
ヘ
　
キ
ヤ
、
戦
時
二
在
テ
ハ
忽
チ
破
約
ヲ
生
シ
平
時
ト
難
強
国
ノ
為
メ
ニ
無
効
二
属
セ
シ
メ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
キ
ヤ
等
ハ
是
レ
未
タ
複
本
　
位
主
張
者
一
致
ノ
合
意
証
明
ヲ
得
サ
ル
点
ナ
リ
」
　
「
万
国
帰
一
主
義
ノ
行
ハ
ル
ヘ
キ
遼
遠
殆
ト
期
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
未
来
二
於
テ
ハ
イ
サ
知
ラ
ス
、
荷
モ
各
国
皆
自
カ
ラ
一
国
ヲ
建
テ
　
互
二
利
害
ト
法
制
ト
ヲ
異
ニ
ス
ル
間
ハ
、
全
世
界
共
通
本
位
ノ
実
行
ハ
茲
二
全
ク
断
念
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
、
果
シ
テ
然
ラ
ハ
強
テ
複
　
本
位
ヲ
採
用
ス
ル
モ
其
長
所
ハ
消
滅
シ
テ
唯
在
留
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
弊
害
ノ
ミ
ナ
ル
ヘ
シ
」
　
こ
の
よ
う
に
、
複
本
位
制
は
学
理
上
も
ま
た
実
際
上
に
お
い
て
も
不
合
理
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
経
済
発
展
の
情
勢
を
考
え
れ
ば
、
先
進
国
と
同
一
の
価
値
変
動
の
少
な
い
金
単
本
他
制
確
立
を
目
指
し
て
貨
幣
制
度
を
改
革
す
べ
き
で
あ
る
。
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し
か
し
、
金
貨
本
位
制
へ
の
移
行
を
急
施
す
る
こ
と
は
、
短
期
的
な
現
象
と
は
い
え
銀
貨
国
と
し
て
銀
貨
下
落
に
ょ
っ
て
受
け
て
い
る
輸
出
増
進
、
商
工
業
振
起
、
労
働
需
要
増
大
等
の
利
益
を
失
う
・
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
幣
制
改
革
は
金
貨
本
位
を
目
的
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
位
制
の
激
変
を
避
け
る
べ
き
考
慮
の
下
に
、
他
日
完
全
な
金
貨
本
位
制
採
用
の
準
備
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
準
備
と
し
て
施
行
す
べ
き
方
策
と
し
て
添
田
委
員
の
あ
げ
て
い
る
も
の
は
、
日
銀
貨
の
鋳
造
を
廃
止
も
し
く
は
制
限
す
る
こ
と
、
㈹
金
貨
の
鋳
造
を
盛
大
に
す
る
こ
と
、
白
国
家
の
生
産
力
及
び
輸
出
を
増
進
し
正
貨
を
吸
収
す
る
こ
と
、
糾
朝
鮮
の
砂
金
、
内
国
の
産
金
等
を
買
収
す
る
こ
と
。
㈲
関
税
を
金
貨
に
て
徴
収
す
る
こ
と
、
㈲
で
き
る
限
り
金
貨
支
払
を
避
け
る
こ
と
、
㈹
金
本
位
国
に
お
い
て
わ
が
国
債
等
の
売
買
を
盛
ん
に
し
、
ま
た
こ
れ
を
担
保
と
し
て
借
入
金
を
行
な
う
方
法
を
開
く
こ
と
等
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
添
田
寿
一
の
意
見
も
阪
谷
芳
郎
と
同
じ
く
、
金
本
位
制
の
確
立
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
準
備
過
程
と
し
て
政
行
本
位
制
の
時
期
を
設
け
る
べ
き
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
銀
廃
貨
が
容
易
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
帝
国
議
会
議
員
の
う
ち
よ
り
選
定
さ
れ
た
委
員
河
島
醇
も
、
銀
価
暴
落
の
た
め
、
わ
が
国
官
民
貯
蔵
の
資
産
と
購
買
力
を
減
縮
し
、
経
済
的
発
展
力
を
減
殺
す
る
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
銀
貨
を
も
っ
て
貨
幣
の
本
位
と
す
る
こ
と
は
妥
当
な
政
策
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
幣
制
も
将
来
金
貨
本
位
に
改
正
す
る
準
備
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
貨
幣
制
度
の
改
革
は
、
一
国
の
み
に
よ
っ
て
積
極
的
に
実
行
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
現
に
国
際
複
本
位
論
が
生
起
し
て
い
る
よ
う
に
、
各
国
協
同
に
ょ
っ
て
決
定
す
べ
き
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
幣
制
の
改
革
も
、
現
今
の
経
済
的
実
力
よ
り
考
え
れ
ば
、
容
易
に
決
行
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
根
本
的
急
激
な
改
正
を
施
行
せ
ず
、
欧
米
各
国
の
幣
制
の
動
向
を
参
照
し
、
そ
の
利
害
得
失
を
講
究
し
た
上
で
実
施
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
銀
価
下
落
の
わ
が
国
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
に
対
す
る
予
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防
策
を
講
じ
、
漸
次
金
貨
本
位
に
改
正
す
る
方
向
に
進
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
準
備
方
策
と
し
て
は
さ
き
の
添
田
委
員
と
同
様
に
、
０
銀
貨
の
自
由
鋳
造
を
廃
止
し
、
そ
の
鋳
造
は
政
府
の
特
権
に
よ
っ
て
制
限
す
る
こ
と
、
㈹
関
税
そ
の
他
対
外
収
支
は
金
貨
を
も
っ
て
受
授
す
る
こ
と
、
目
そ
の
他
金
貨
吸
収
方
策
を
あ
げ
て
い
る
の
で
札
付
。
　
栗
原
亮
一
委
員
も
政
界
よ
り
選
ば
れ
た
委
員
で
は
あ
る
が
、
そ
の
意
見
は
、
右
に
あ
げ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
貨
幣
制
度
は
金
本
位
制
に
移
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
銀
廃
貨
を
積
極
的
に
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
現
行
の
複
本
位
制
を
存
続
す
る
こ
と
の
必
要
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
第
一
、
将
来
我
邦
ハ
金
貨
単
本
位
ヲ
期
ス
ル
事
、
　
第
二
、
若
シ
将
来
列
国
貨
幣
会
議
二
於
テ
複
本
位
を
採
用
ス
ル
ニ
至
ラ
ハ
之
二
加
盟
ス
ル
事
、
　
第
三
、
我
邦
二
於
テ
金
貨
単
本
位
ヲ
期
ス
ル
以
上
ハ
今
日
ョ
リ
財
政
上
及
ヒ
経
済
上
に
妨
ナ
キ
限
り
金
貨
吸
収
ノ
策
ヲ
施
ス
事
、
　
第
四
、
現
今
ハ
我
邦
貨
幣
制
度
ヲ
改
正
ス
ル
ノ
時
期
二
非
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
現
行
制
度
二
依
ル
事
」
の
四
項
を
提
議
し
て
い
る
。
金
貨
本
位
採
用
を
主
張
す
る
論
拠
は
、
銀
に
比
較
し
て
金
の
価
格
の
変
動
は
少
く
、
交
換
手
段
、
価
値
尺
度
と
し
て
銀
よ
り
も
金
が
適
当
で
あ
る
と
す
る
点
に
あ
る
。
複
本
位
論
者
が
金
本
位
国
の
物
価
下
落
の
程
度
が
銀
本
位
国
の
物
価
騰
貴
の
程
度
よ
り
も
大
で
あ
る
の
は
、
金
価
騰
貴
が
銀
側
下
落
よ
り
激
し
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
金
に
比
し
価
格
変
動
の
少
な
い
銀
こ
そ
貨
幣
に
適
す
る
金
属
で
あ
る
と
主
張
す
る
点
を
批
判
し
て
、
金
本
位
国
の
物
価
下
落
の
原
因
は
金
価
騰
貴
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
金
本
位
制
を
採
用
し
て
い
る
国
々
に
お
い
て
は
、
機
械
の
発
明
、
労
力
の
省
減
、
製
作
の
改
良
、
輸
送
の
発
達
等
が
相
合
し
て
物
価
下
落
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
栗
原
委
員
が
金
貨
本
位
制
採
用
を
主
張
す
る
理
由
と
し
て
、
金
銀
価
値
の
変
動
が
わ
が
国
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
の
問
題
－47－
以
外
に
あ
げ
て
い
る
点
は
、
当
時
の
わ
が
国
に
お
け
る
国
民
的
意
識
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
　
「
今
日
宇
内
ノ
大
勢
ヲ
達
観
ス
ル
ニ
、
概
シ
テ
優
国
ハ
金
貨
ヲ
採
用
シ
、
劣
国
ハ
銀
貨
ヲ
使
用
セ
リ
、
我
邦
ニ
シ
テ
永
ク
銀
貨
国
　
タ
ル
ハ
世
界
ニ
馳
駆
シ
テ
商
権
ヲ
収
メ
、
国
利
ヲ
興
ス
ノ
長
計
ニ
非
ス
、
故
ニ
其
交
際
通
商
ノ
関
繋
頻
繁
ナ
ル
ノ
各
国
卜
幣
制
ノ
　
相
同
シ
ク
シ
テ
共
通
ノ
便
利
ア
ル
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ナ
リ
」
　
し
た
が
っ
て
、
将
来
金
貨
本
位
に
移
る
べ
き
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
金
貨
吸
収
の
策
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
な
が
ら
、
急
速
に
銀
廃
貨
を
断
行
す
る
こ
と
な
く
、
も
し
欧
米
諸
国
に
よ
る
国
際
貨
幣
会
議
に
お
い
て
、
国
際
複
本
位
制
採
用
の
協
定
が
成
立
す
る
に
至
る
時
は
、
わ
が
国
も
こ
れ
に
加
入
す
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
貨
幣
制
度
の
改
革
は
各
国
と
共
通
の
便
益
を
得
る
こ
と
を
考
慮
し
て
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
わ
が
国
が
孤
立
独
行
し
得
る
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
銀
廃
貨
に
反
対
、
金
銀
複
本
位
制
存
続
の
意
見
を
強
く
主
張
す
る
者
は
、
学
識
経
験
者
の
委
員
と
し
て
、
財
界
よ
り
選
ば
れ
た
荘
田
平
五
郎
委
員
と
学
界
よ
り
選
任
さ
れ
た
田
口
卯
吉
で
あ
っ
た
。
　
荘
田
平
五
郎
委
員
は
、
現
行
貨
幣
制
度
の
利
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
銀
価
下
落
は
、
銀
貨
国
で
あ
る
わ
が
国
の
農
商
工
業
に
対
し
て
保
護
税
あ
る
い
は
奨
励
金
と
同
様
の
効
果
を
及
ぼ
し
、
農
商
工
業
の
発
達
を
助
長
し
て
い
る
。
し
か
し
、
欧
米
諸
国
は
国
際
複
本
位
制
の
形
成
に
つ
い
て
の
運
動
を
進
め
て
い
る
。
も
し
、
国
際
複
本
位
制
が
実
施
さ
れ
、
銀
価
騰
貴
金
価
下
落
の
状
態
が
生
起
す
れ
ば
、
銀
価
下
落
に
よ
っ
て
保
護
税
的
恩
恵
を
享
け
て
発
達
し
て
き
た
わ
が
国
の
農
商
工
業
は
忽
ち
そ
の
利
点
を
失
い
、
輸
出
減
退
、
諸
産
業
の
倒
産
と
い
う
経
済
的
不
利
益
を
蒙
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
銀
廃
貨
に
反
対
し
、
複
本
位
制
が
実
質
上
交
代
本
位
で
あ
る
こ
と
の
臨
機
応
変
的
性
格
の
利
点
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
意
見
書
は
「
貨
幣
制
度
を
改
正
シ
、
金
銀
両
立
本
位
ノ
作
用
ヲ
利
用
ス
ヘ
シ
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
本
邦
現
時
ノ
幣
制
ハ
金
銀
両
立
本
位
ナ
ル
モ
、
金
価
騰
貴
ノ
為
メ
ニ
金
貨
ハ
貨
幣
ト
シ
テ
通
用
セ
ス
、
之
ヲ
金
塊
ト
同
視
シ
テ
　
銀
貨
本
位
ノ
実
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
、
他
日
欧
米
諸
国
複
本
位
制
ヲ
実
行
シ
金
銀
ノ
割
合
ヲ
一
定
ス
ル
ニ
至
リ
、
其
制
我
ニ
利
ア
リ
　
ト
セ
ハ
我
亦
同
一
ノ
制
ヲ
採
リ
、
其
利
益
ヲ
享
有
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
ナ
ル
モ
、
其
変
遷
ニ
際
シ
我
経
済
社
会
ニ
及
ホ
ス
ヘ
キ
劇
変
ヲ
　
予
防
ス
ル
ニ
ハ
須
ク
現
時
ノ
両
立
本
位
ノ
制
ヲ
存
シ
、
一
朝
銀
価
頓
二
騰
貴
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
金
貨
本
位
ノ
実
ヲ
以
テ
其
害
ヲ
免
　
レ
シ
ム
ヘ
シ
」
　
金
銀
複
本
位
制
維
持
の
た
め
に
現
行
幣
制
改
正
の
方
策
と
し
て
あ
げ
て
い
る
要
点
は
、
日
現
行
の
金
貨
の
価
値
を
二
分
の
一
に
切
下
げ
る
こ
と
、
㈹
日
本
銀
行
兌
換
券
は
金
貨
銀
貨
を
選
ば
ず
、
い
ず
れ
か
を
も
っ
て
兌
換
せ
し
め
る
こ
と
、
紳
も
し
他
日
銀
価
騰
貴
の
事
態
に
な
れ
ば
、
銀
貨
を
売
却
し
て
金
貨
に
交
換
す
る
こ
と
の
三
件
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
銀
価
騰
貴
の
場
合
を
予
想
し
て
事
実
上
の
銀
本
位
よ
り
金
本
位
へ
交
代
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
提
議
し
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
貨
幣
制
度
調
査
会
設
置
の
三
年
前
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
施
行
さ
れ
た
シ
ャ
ー
マ
ン
条
例
に
よ
る
銀
買
上
げ
の
結
果
、
ロ
ン
ド
ン
市
場
に
お
け
る
銀
塊
相
場
は
明
治
二
十
二
年
に
一
オ
ン
ス
四
二
ぺ
ン
ス
余
で
あ
っ
た
の
が
四
七
ペ
ン
ス
余
に
急
騰
し
、
金
銀
比
価
も
二
十
二
年
に
金
一
に
対
し
銀
二
二
・
一
〇
で
あ
っ
た
の
が
二
九
・
七
五
に
上
昇
し
た
。
こ
の
銀
価
騰
貴
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
が
受
け
た
経
済
的
影
響
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
際
収
支
を
見
る
と
、
明
治
二
十
二
年
は
輸
出
超
過
三
九
五
万
円
余
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
十
三
年
に
は
逆
に
輸
入
超
過
二
、
五
一
二
万
円
余
と
な
り
、
生
糸
輸
出
の
減
退
、
国
内
産
業
の
沈
滞
、
紡
績
業
の
操
短
等
経
済
的
打
撃
を
受
け
、
恐
慌
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
反
省
し
、
ま
た
、
国
際
複
本
位
制
の
成
立
に
よ
り
、
国
際
的
金
銀
比
価
に
お
け
る
銀
価
引
上
げ
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
、
わ
が
国
経
済
が
蒙
る
悪
影
響
を
危
惧
し
て
、
そ
の
予
防
の
た
め
に
複
本
位
制
の
も
つ
交
代
本
位
の
性
格
を
有
利
に
運
用
す
る
こ
－49－
と
を
配
慮
し
て
の
意
見
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
田
口
卯
吉
委
員
も
銀
の
廃
貨
に
反
対
し
て
複
本
位
制
の
採
用
を
強
調
し
て
い
る
。
金
貨
本
位
に
移
行
す
る
に
は
多
額
の
銀
の
売
出
し
、
金
の
買
入
れ
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
金
銀
比
価
の
変
動
、
経
済
社
会
の
混
乱
を
惹
起
す
る
に
至
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
銀
貨
の
自
由
鋳
造
を
廃
止
し
て
跛
行
本
位
制
に
移
行
す
る
こ
と
も
、
従
来
わ
が
一
円
銀
貨
を
香
港
・
上
海
等
ア
ジ
ア
市
場
に
流
通
せ
し
め
る
た
め
に
と
っ
て
来
た
政
策
の
効
果
を
消
去
す
る
の
み
で
な
く
、
銀
貨
の
国
内
還
流
に
よ
っ
て
幣
制
の
動
揺
を
招
く
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
銀
貨
本
位
制
を
持
統
す
る
こ
と
も
、
輸
出
増
加
の
利
益
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
短
期
的
な
現
象
に
す
ぎ
ず
、
結
局
銀
価
続
落
に
よ
り
物
価
騰
貴
、
経
済
的
混
乱
に
陥
る
も
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
完
全
な
貨
幣
制
度
は
複
本
位
制
で
あ
る
。
欧
米
諸
国
は
す
で
に
金
貨
本
位
制
の
弊
害
に
苦
し
み
、
国
際
複
本
位
制
の
実
現
に
向
っ
て
協
議
し
て
い
る
。
わ
が
国
も
ま
た
こ
の
国
際
貨
幣
会
議
の
協
定
に
し
た
が
う
こ
と
が
有
利
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
田
口
卯
吉
は
国
際
複
本
位
制
の
実
施
は
決
し
て
至
難
の
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
複
本
位
制
の
性
格
が
交
代
本
位
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
対
し
て
純
理
論
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
複
本
位
制
は
交
代
本
位
で
は
な
く
、
金
銀
両
貨
併
行
本
位
で
あ
り
、
特
に
金
銀
両
貨
が
併
行
す
る
の
み
で
は
な
く
、
金
銀
の
造
幣
価
格
と
市
場
相
場
を
均
一
に
帰
せ
し
め
る
制
度
で
あ
る
。
も
し
、
銀
の
産
出
が
多
く
、
そ
の
市
場
価
格
が
下
落
す
れ
ば
造
幣
用
の
銀
供
給
が
増
加
し
、
銀
塊
は
減
少
す
る
。
そ
し
て
、
銀
に
対
し
て
市
場
価
格
の
相
対
的
騰
貴
を
来
し
た
金
塊
は
金
貨
の
鎔
解
に
よ
っ
て
供
給
量
を
増
大
し
、
結
局
市
場
に
お
け
る
金
相
場
の
下
落
を
も
た
ら
し
、
金
銀
の
市
場
相
場
は
法
定
比
価
と
一
致
す
る
に
至
る
。
し
た
が
っ
て
、
複
本
位
制
は
交
代
本
位
で
は
な
く
、
金
銀
共
に
流
通
す
る
併
行
本
位
で
あ
る
と
し
て
、
複
本
位
制
の
補
整
作
用
が
完
全
に
効
果
的
に
働
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三
　
　
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
の
委
員
た
ち
の
意
見
は
、
金
貨
本
位
を
主
張
す
る
も
の
、
金
銀
複
本
位
制
を
提
唱
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
、
銀
貨
本
位
制
の
存
続
を
可
と
す
る
も
の
に
分
れ
た
。
し
か
し
、
金
貨
本
位
論
者
と
い
え
ど
も
、
銀
廃
貨
の
即
時
断
行
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
過
渡
的
措
置
と
し
て
跛
行
本
位
制
の
採
用
を
条
件
と
し
、
さ
ら
に
は
国
際
複
本
位
同
盟
が
成
立
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
同
盟
に
参
加
す
べ
き
こ
と
す
ら
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
複
本
位
論
者
、
銀
貨
本
位
論
者
の
多
く
が
、
国
際
複
本
位
同
盟
へ
の
加
盟
の
必
要
性
を
強
調
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
向
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
幣
制
改
革
に
関
す
る
当
事
者
た
ち
が
、
ア
メ
リ
カ
の
主
導
的
立
場
の
下
に
進
め
ら
れ
て
い
た
国
際
複
本
位
運
動
の
成
果
に
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
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国
際
複
本
位
制
樹
立
の
問
題
を
討
議
す
る
た
め
の
第
一
回
国
際
貨
幣
会
議
は
ア
メ
リ
カ
の
首
唱
に
よ
っ
て
一
八
七
八
年
（
明
治
十
　
一
年
）
八
月
十
日
、
パ
リ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
銀
を
廃
貨
す
べ
き
で
な
く
、
国
際
協
定
に
ょ
っ
て
確
定
さ
れ
る
金
銀
比
価
に
も
と
づ
い
て
銀
の
自
由
鋳
造
を
認
め
、
銀
を
無
制
限
法
貨
に
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
提
案
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
代
表
者
た
ち
の
回
答
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
　
　
「
一
、
世
界
に
お
い
て
銀
の
貨
幣
的
機
能
を
金
と
同
様
に
維
持
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
金
銀
二
金
属
の
う
ち
い
ず
れ
の
金
　
属
を
用
い
る
か
、
ま
た
両
金
属
を
同
時
に
用
い
る
か
の
選
択
は
各
国
の
特
殊
事
情
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
二
、
銀
貨
鋳
造
制
限
の
問
題
も
、
各
国
が
お
か
れ
て
い
る
特
殊
事
情
に
し
た
が
っ
て
、
各
国
の
判
断
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
　
し
て
、
近
年
銀
市
場
に
生
じ
た
混
乱
が
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
貨
幣
情
勢
に
異
っ
た
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
態
に
お
い
て
は
、
な
お
　
さ
ら
各
国
の
判
断
に
任
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
三
、
会
議
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
意
見
に
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
複
本
位
制
を
採
っ
て
い
る
国
々
の
中
に
お
い
て
さ
へ
　
も
、
銀
の
自
由
鋳
造
に
つ
い
て
の
協
定
締
結
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
国
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、
金
銀
に
つ
い
て
　
世
界
共
通
の
比
価
を
採
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
審
議
の
余
地
を
与
え
な
い
も
の
と
す
る
。
」
　
一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
年
）
四
月
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
両
国
の
提
唱
に
ょ
っ
て
第
二
回
国
際
貨
幣
会
議
が
パ
リ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
十
三
回
も
会
議
が
も
た
れ
た
の
で
あ
る
。
前
回
の
会
議
と
同
じ
よ
う
に
、
銀
価
下
落
は
商
業
上
弊
害
多
き
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
固
定
的
金
銀
比
価
の
設
定
が
望
ま
し
い
。
そ
し
て
、
金
銀
両
金
属
の
固
定
比
価
に
よ
る
自
由
鋳
造
、
無
制
限
通
用
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
国
際
協
定
の
締
結
は
通
貨
の
安
定
、
商
業
上
の
利
益
を
招
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
提
案
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
回
の
パ
リ
会
談
と
同
じ
よ
う
に
各
国
の
意
見
の
一
致
を
見
る
に
至
ら
す
、
翌
一
八
八
二
年
四
月
に
再
開
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
散
会
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
八
二
年
の
会
議
も
同
年
三
月
の
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
提
議
に
よ
り
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
第
三
回
国
際
貨
幣
会
議
は
一
八
九
二
年
十
一
月
に
至
っ
て
漸
く
フ
ラ
ッ
セ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
わ
、
か
国
に
お
い
て
「
貨
幣
制
度
調
査
会
規
則
」
が
公
布
さ
れ
た
前
年
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
会
議
の
成
果
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
期
待
す
る
と
こ
ろ
の
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
〇
　
第
三
回
国
際
会
議
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
政
府
代
表
は
国
際
複
本
位
制
の
確
立
を
主
要
課
題
と
し
、
万
一
そ
れ
が
実
現
し
な
い
場
合
に
も
、
銀
価
下
落
を
抑
止
す
る
た
め
に
銀
の
貨
幣
的
用
途
の
拡
大
に
有
効
な
議
決
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
努
力
し
た
の
て
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
も
、
国
際
複
本
位
制
の
樹
立
は
問
題
外
の
も
の
と
さ
れ
、
銀
の
貨
幣
的
使
用
の
拡
大
に
つ
い
て
も
賛
成
す
る
意
見
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
方
策
に
関
す
る
合
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
第
三
回
国
際
会
議
も
遂
に
統
一
的
結
論
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
翌
一
八
九
三
年
五
月
ま
で
延
会
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
国
際
貨
幣
会
議
の
再
会
は
実
現
す
る
に
至
ら
す
、
銀
廃
貨
の
阻
止
、
銀
の
本
位
貨
幣
的
地
位
確
保
の
主
張
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
な
く
し
て
了
っ
た
の
て
あ
る
。
銀
廃
貨
問
題
は
、
こ
の
よ
う
に
永
年
に
亘
る
世
界
各
国
の
論
議
の
後
、
そ
の
解
決
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
て
あ
る
。
　
わ
、
か
国
の
貨
幣
制
度
改
革
も
国
際
複
本
位
同
盟
に
加
盟
す
る
要
件
を
失
な
い
、
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
に
お
い
て
は
む
し
ろ
少
数
意
見
て
あ
っ
た
銀
廃
貨
論
者
の
主
張
に
し
た
が
っ
て
、
金
本
位
制
へ
移
行
す
る
準
備
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
金
本
位
を
施
行
す
る
に
は
巨
額
の
金
準
備
か
必
要
て
あ
る
た
め
に
、
そ
の
実
施
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
七
・
八
年
戦
役
－53－
の
結
果
、
清
岡
よ
り
の
賠
償
金
二
億
両
を
ポ
ン
ド
貨
に
換
算
し
て
領
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
日
本
銀
行
保
有
の
金
準
備
三
、
三
〇
〇
万
円
余
の
他
に
巨
額
の
金
貨
が
準
備
と
し
て
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
大
蔵
大
臣
根
方
正
義
は
明
治
三
十
年
二
月
二
十
五
日
「
貨
幣
法
其
他
附
属
法
案
」
を
提
議
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
年
三
月
二
十
六
日
金
貨
本
位
制
を
規
定
す
る
「
貨
幣
法
」
が
公
布
さ
れ
、
銀
貨
は
遂
に
制
限
法
貨
の
地
位
に
置
か
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
－54－
